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18 同上、pp.243～250 
19 イ･ジェチョル『世界児童文学事典』ケモンサ、1989、p.453 







































      * ｢朝鮮語｣ ｢日本語｣ （日本語を習得するまでの補助的手段） 
1922年(第3次)―「国語(日本語)」で連絡すること。 
      * ｢朝鮮語｣ ｢国語(日本語)｣ 
1938年(第7次)―教科目の項目に朝鮮語を記載せず、朝鮮語を随意科目とする。 
      * ｢国語(日本語)｣(*朝鮮語は教えてなくていい随意科目となり、 
授業時間がなくなる。 
1943年(第9次)―朝鮮語の廃止。 






























































































































































































































































































































































































































































































































                                           
70 同上、p.217 
71 イ･サンクム、前掲書、p.11 
72 イ･ジェチョル、前掲書、1978、p.47   
73 『オリニ第1巻第1号』1923、p.12  




























































































年号 掲載日および掲載紙 作品名 
1921 12月 雑誌『愛国婦人』 童話｢雪渡り―小狐の紺三郎｣《１》 
1922 1月 雑誌『愛国婦人』 童話｢雪渡りその二(小狐の幻灯会)｣ 
1923 4月8日『岩手毎日新聞』 童話｢やまなし｣ 
4月15日『岩手毎日新聞』 童話｢氷河鼠の毛皮｣ 
5月11日～23日『岩手毎日新聞』(連載11回) 童話｢シグナルとシグナレス｣ 
1926 1月1日『月曜』(創刊号) 童話｢オツベルと象｣ 
2月1日『月曜』(2号) 童話｢ざしき童子のはなし｣ 
3月1日『月曜』(3号) 童話｢寓話 猫の事務所｣ 
1931 7月季刊『児童文学』(第1冊) 童話｢北守将軍と三人兄弟の医者｣ 











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































2002 ｢よだかの星｣ 不明 






































｢桃太郎｣ ｢一寸法師｣ ｢かぐや姫｣ ｢カチカチ山｣ 
｢花咲爺｣ ｢舌切り雀｣ ｢浦島太郎｣ 
現代童話 






































小川未明 ｢野ばら｣ ｢港に着いた黒んぼ｣ 
坪田譲治 ｢魔法｣ ｢おどる魚｣ 
浜田廣介 ｢泣いた赤おに｣ ｢椋鳥の夢｣ 
宮沢賢治 ｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢注文の多い料理店｣ 
新美南吉 ｢花のき村と盗人たち｣ 
｢鼠の相撲取り｣ ｢鶴の恩返し｣ ｢狼のまつげ｣ ｢椀貸淵｣ 
｢なら梨取り｣ ｢塩吹き臼｣ ｢竜宮犬｣ ｢天人女房｣ 




















































































































 第１巻 『どんぐりと山猫』 
宮沢賢治  ｢どんぐりと山猫｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢風の又三郎｣ 
芥川龍之介 ｢蜘蛛の糸｣ 
有島武郎  ｢一房の葡萄｣ 
鈴木三重吉 ｢少年駅伝夫｣ 
小川未明  ｢赤い蝋燭と人魚｣ 
豊島與志雄 ｢天狗笑い｣ 
村山かずこ ｢川へおちた玉ねぎさん｣ 
坪田譲治  ｢魔法｣ 
    
第２巻 『泣いた赤おに』 
新美南吉  ｢ごん狐｣ ｢手袋を買いに｣ 
千葉省三  ｢虎ちゃんの日記｣ ｢鷹の巣とり｣ 
吉田絃二郎 ｢柿丸と梨丸｣ 
浜田廣介  ｢泣いた赤おに｣ 
関英雄   ｢北国の犬｣ 
壺井栄   ｢餓鬼の飯｣ ｢十五夜の月｣ 
椋鳩十   ｢大造爺さんと雁｣ ｢片耳の大鹿｣ 




























































































日本民話集 1  (1984) 







日本近代童話選集 1 (2001) 
































  [表3]宮沢賢治の作品集（1991～2013） 
 タイトル 年度 翻訳者 出版社 サブタイトル 
1 銀河鉄道の夜 1991 イ･ヨンスク ドンチョクナラ   
2 春と修羅 1996 コ･ハンポム ウンジン出版 宮沢賢治詩集 
3 銀河鉄道の夜 1997 キム･ユヨン プルンナム 他の国の傑作童話 
4 注文の多い料理店 2000 ミン･ヨン ウリ教育 宮沢賢治童話集 
5 狼森と笊森、盗森 2000 ヘッサルガナムクン ノンジャン 宮沢賢治童話集 
6 銀河鉄道の夜 2000 イ･ソ二 バダ出版社 宮沢賢治傑作選 
7 銀河鉄道の夜 2001 イ･ソ二 バダ出版社   
8 どんぐりと山猫 2001 ソ･ウンヘ チャンビ 日本近代童話選集 
9 銀河鉄道の夜 2001 キム･ナンチュウ ウンジンドットコム ウンジン世界名作 
10 銀河鉄道の夜 2002 ハン･ソンレイ 現代オリニ文学 童話の森 
11 ツェねずみ 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集① 
12 注文の多い料理店 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集② 
13 双子の星 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集③ 
14 銀河鉄道の夜 2004 シム･ジョンスク ブクチヌンマウル   
15 幻想四次元の銀河鉄道 2004 リュウ･ジュファン J&C  
16 オツベルと象 2005 韓日児童文学研究会 ノンジャン 宮沢賢治童話集 
17 ポラノ広場 2005 リュウ･ジュファン 忠南大学出版  
18 氷河鼠の毛皮 2006 イ･キョンオク ウリ教育 *絵本 
19 グスコーブドリの伝記 2006 イ･キョンオク サケジョル  
20 セロ弾きのゴーシュ 2006 パク･ジョンジン ポリム *絵のある童話 
21 セロ弾きのゴーシュ 2006 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集④ 
22 カイロ団長 2006 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集⑤ 
23 銀河鉄道の夜 2007 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集⑥ 
24 風の又三郎･銀河鉄道の夜 2009 シム･ジョンスク チマンチ  
77 
 
25 茨海小学校 2010 コ･ヒャンオク ウリ教育 宮沢賢治幻想童話集 
26 銀河鉄道の夜 2012 ヘッサルガナムクン ピリョンソ ピリョンソ クラシック 
27 宮沢賢治全集Ⅰ 2012 パク･ジョンイム 図書出版 ノモ  
28 宮沢賢治傑作選 2013 イ･ソ二 バダ出版社  









































































｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢ひのきとひなげし｣ ｢蛙のゴム靴｣ 
宮沢賢治絵童話集⑤『カイロ団長』(2006年4月） 

















































































165 ｢はじめに｣ リュウ･ジュファン編『幻想四次元の銀河鉄道』J&C、2004、p.1 
166 ｢宮沢賢治の宇宙｣：http://kenji.cnu.ac.kr/kenji/、2012.11.30アクセス 





｢さるのこしかけ｣ ｢寓話 猫の事務所｣ ｢蛙のゴム靴｣ ｢黒ぶだう｣
｢林の底｣ ｢茨海小学校｣ ｢月夜のけだもの｣ ｢土神ときつね｣
2.幼い時期の思い出
｢タネリはたしかにいちにち嚙んでゐたやうだった」
｢十月の末｣ ｢谷｣ ｢二人の役人｣ ｢鳥をとるやなぎ｣ ｢黄いろのトマト｣
3.田園の挿絵
｢〔祭の晩〕｣ ｢ざしき童子のはなし｣ ｢イーハトーボ農学校の春｣ ｢葡萄水｣
｢よく利く薬とえらい薬｣ ｢車｣ ｢十六日｣
4.蓮の花の香り
｢貝の火｣ ｢十力の金剛石｣ ｢インドラの網｣ ｢四又の百合｣ ｢〔手紙一～四〕｣
5.生と希望
















































































名 前 論 文 題 目 学 校 名 年度 
キム･キョンミン 宮沢賢治童話研究―食物の意味を中心に 中央大学 2004 










キム･ホンジャ 宮沢賢治研究 新羅大学 2009 
パク･スヒ 宮沢賢治研究 忠南大学 2010 
【修士論文】 
名 前 論 文 題 目 学 校 名 年度 
コ･ハンボム 宮沢賢治童話の考察 韓国外国語大学 1983 
オ･ソンファ 宮沢賢治の法華文学に関する考察 建國大学 1984 
オ･サンシン 宮沢賢治の｢銀河鉄道の夜｣研究― 銀河への憧憬を中心に 建國大学 1984 
キム･ウソク 宮沢賢治の｢風｣と｢孤獨｣の関係研究 建國大学 1991 
ベ･キソン 宮澤賢治と<ビヂテリアン>思想の一考察 韓国外国語大学 1991 





ホン･ウンレイ 宮沢賢治童話―感覚表現を通じてみる郷土愛 韓国外国語大学 1995 
田村浩信 宮澤賢治の『銀河鐵道の夜』小論―他界觀を中心として 韓国外国語大学 1995 
キム･ミア 宮澤賢治硏究―詩集『春と修羅』を中心に 釜山外国語大学 1996 
イ･ケイケン 宮澤賢治の童話に表れた｢風｣の意味 建国大学 1996 
キム･ホンジャ 宮沢賢治研究―｢注文の多い料理店｣を中心に 釜山女子大学 1997 
ユン･クァンホ 宮澤賢治の｢銀河鐵道の夜｣考察 嶺南大学 1997 








パク･キョンスン 宮沢賢治童話考察―諷刺を中心に 韓国外国語大学 1998 
リュウ･ジンオク 宮沢賢治の童話世界研究 韓南大学 1998 





シン･セヘ 宮沢賢治文学のユートピア意識考察 檀国大学 1999 





チョ･キョンア 宮沢賢治の｢銀河鉄道の夜｣考察 韓国外国語大学 2000 
キム･キンレイ 宮澤賢治の自然観の硏究― 『春と修羅』を中心に 中央大学 2000 

















キム･ユンチョン 宮沢賢治童話研究―視聴覚的要素を中心に 新羅大学 2003 
パク･トンジュ 宮沢賢治の葛藤意識研究―詩集『春と修羅』を中心に 釜山外国語大学 2003 





































































































































































































































































































































































































































































































































































番号 タイトル 翻訳者 出版社 出版年度 
Ⅰ 은하철도의 밤 イ･ヨンスク ドンチョクナラ 1991 
Ⅱ 은하철도의 밤 キム･ユヨン プルンナム 1997 
Ⅲ 은하철도의 밤 イ･ソンヒ バダ出版 2001 
Ⅳ 은하철도의 밤 キム･ナンジュ ウンジンドットコム 2001 
Ⅴ 은하철도의 밤 ハン･ソンレイ 現代文学ブックス 2002 
Ⅵ 은하철도의 밤 シム･ジョンスク ブッチヌンマウル 2004 




























































番号 翻訳者 出版社 底本表記 
Ⅰ イ･ヨンスク ドンチョクナラ ｢不明｣ 
Ⅱ キム･ユヨン プルンナム ｢不明｣ 
Ⅲ イ･ソンヒ バダ出版 『新編銀河鉄道の夜』新潮社、1997 
Ⅳ キム･ナンジュ ウンジンドットコム 『新修宮沢賢治全集』筑摩書房、1980 
Ⅴ ハン･ソンレイ 現代文学ブックス ｢不明｣ 
Ⅵ シム･ジョンスク ブッチヌンマウル 『新修宮沢賢治全集』筑摩書房、1980 




















目次を挙げてみると、｢午后の授業｣ ｢活版所｣ ｢家｣ ｢ケンタウル祭の夜｣ ｢天気輪の柱｣


































































































































































































                                           





















(訳文)캄파넬라가 그것을 알고 죠반니를 생각해서 일부러 대답하지 않았던 것입니
다. 그렇게 생각하자, 죠반니는 갑자기 캄파넬라와 자신이 보이지 않는 단단한 끈







  ↓ 
(訳文) “아, 그래. 오늘 밤이 바로 켄타울 축제였지.”／“이야아, 여기가 켄타울 마
을이다.” ／캄파넬라가 말했습니다. 
































































































































































































































































（訳文）죠바니는 책상 아래에서 자그마한 빈 상자 하나를 집어 들고 맞은 편으로 
갔습니다. 그곳에는 훨씬 많은 전등이 대낮처럼 밝게 켜져 있습니다. 벽에 세워진 
선반에는 쇠로 된 갖가지 금속활자들이 담겨있는 바구니가 늘어서 있었습니다. 죠






















(訳文)죠바니는 자그마한 숲 오솔길을 자꾸자꾸 올라갔습니다. 다리를 스치는 풀
잎에 벌써 내리기 시작한 이슬 때문에, 바지가 축축해졌습니다. 숲은 캄캄했고, 풀
이랑 나무들이 괴물처럼 무서운 모습으로 보였습니다. 그 사이로 자그마한 오솔길
이 별빛에 비춰서 하얗게 드러나 있었습니다. 
 평소라면 죠바니는 무서워서 오솔길로 가지 못했을 겁니다. 그러나 지금은 이대
로 세상에서 사라지고 싶은 생각만 들었습니다. 풀 속에는 자그마한 개똥벌레들이 
내는 파란 빛이 반짝거리고 있고, 어떤 나뭇잎은 그 불빛에 파랗게 비춰졌습니다. 



















































































集委員会 編『修羅はよみがえった : 宮沢賢治没後七十年の展開』ブッキング、2007、pp.403 


























































231 어느 낡은 집 천장에 ‘쳇’이라는 쥐가 살았어요. 



















































































질러 댔지만,／쥐덫에서 나올 수가 없었지요.／어느덧 날이 밝아 왔어요.／ 
쳇은 “물어내, 빨리 물어내!”하고 말할 힘도 없어서 그저 훌쩍훌쩍 울고만 있었대요. 
239 インタネット書店｢YES24｣：http://www.yes24.com (2013.5.25 アクセス) 
240 ｢거드름을 피우고, 으스대면서 “물어내~, 물어내~~~~”하며 남 탓하기 바쁜 쳇이 단단히 성이 난 쥐덫
에 갇혀 훌쩍거리고 있는 모습을 보니, “자~알 됐다”, “쌤통이다”라고 섣불리 말할 수도 없을 만큼, 그 조
그맣고 귀여운 녀석이 불쌍해서 그 자리에서 용서해주고 싶어지기도 한다. 과연 아이들은 쳇에게 어떤 결
말을 주고 싶을까? 덫에 갇혀 “물어내”라고 말할 기운도 없는 쳇에게는 책을 읽는 아이들이 어떤 판결을 
내려줄지 어린 솔로몬들의 결정이 궁금해져온다.｣ 
241 ｢미야자와 겐지의 명성에 비해 별다른 감흥이 없어 난감했던 동화를, 절대적인 상상력 빈곤 탓에 궁색
하게 읽어왔던 어른들과 시큰둥한 아이들에게, <떼쟁이 쳇>은 교훈이며 예절바름을 강요하는 것이 아니라 
























































246 ヘッサルガナムクン訳 ｢セロ弾きのゴーシュ｣ 『狼森と笊森、盗森』ノンジャン、2000 























【A】그럼 오늘은 여기까지 연습하고 좀 쉬고 나서 여섯 시 정각에 들어오도록.(p.128) 
（では、今日はここまで練習して、すこし休んでから六時ちょうどに入ってくるように。） 
【B】자, 오늘 연습은 여기서 마치고, 이따가 여섯 시 정각에 극장 대기실로 오게.(p.128) 
（じゃ、今日の練習はこれで終わりにして、六時ちょうどに劇場の控え室へくるように。） 










































どっどど どどうど どどうど どどう 
青いくるみも吹きとばせ 
すっぱいかりんも吹きとばせ 




































































○마타사부로는 “너네들 수영법은 이상해. 왜 발로 탁탁 소리를 내지?”하고 말
하면서 또 웃었습니다. (『風の又三郎 /銀河鉄道の夜』チマンジ、2008、p.72) 
(又三郎は｢おまえたちの泳ぎ方はおかしい。なぜ足でトントンと音を出すの？｣とい
いながら、また笑いました。) 















覚かは特定しにくい。そこで、翻訳文では｢발로 물을 탕탕 치는거야(ばたばたさせる)｣














 この文章の｢しんしん｣は、韓国語では｢눈만 아플 뿐(眼が痛むだけ)｣ ｢눈만 따끔거릴 
뿐(眼がちくっとするだけ)｣ ｢눈만 찡하고 아플 뿐(眼がジンと痛むだけ)｣ ｢눈이 따끔따
끔 아파왔습니다 (眼がちくちく痛いです)｣ ｢시큰시큰 눈만 아플 뿐(ずきずき眼が痛む
だけ)｣などと訳された。眼が痛む時に使う習慣的なオノマトペである｢따끔(ttakum)｣ ｢찡
(cchin)｣ ｢따끔따끔(ttakum ttakum)｣ ｢시큰시큰(sikun sikun)｣といった表現が使われた
のである。 
 日本語で｢しんしん｣に音が類似していて、痛みを表す言葉に｢じんじん｣がある。これは、
































































だ)｣、｢지친 몸(疲れたからだ)｣、｢숨이 헉헉 차오르는 몸(息切れのするからだ)｣｢지쳐 
늘어진 몸(疲れ切ったからだ)｣ ｢피곤한 몸(疲れたからだ)｣ ｢헐떡거리는 몸(いきせくか
らだ)｣のように、オノマトペではなく形容詞または動詞として訳された。 



























































                                           






















翻訳版をみると、湧き出る泉のオノマトペを訳した例は、｢뽀롱뽀롱 샘물이 솟는 듯한 








루룩(キルルックキルルック)｣ ｢휘이익 휘익(フィイックフィイック)｣ ｢끼익끼익(キイッ











































































































                                           































                                           
279 ｢〔いたつきてゆめみなやみし〕｣新校本全集第七巻、p.7 
280 宮沢賢治研究会編『宮沢賢治文語詩の森』柏書房、1999、 p.10 









いたつきてゆめみなやみし、  (冬なりき)誰ともしらず、 
そのかみの高麗の軍楽、  うち鼓して過ぎれるありき。 
その線の工事了りて、  あるものはみちにさらばひ、 


































































































































どんが とんが どんが とんが 















   亡くなる半年ぐらい前ですが、私は側におりました。粉雪がちらちら降ったり、
陽がきれいにさしたり、ひじょうに寒い日でした。その時、遠くの方から不思議な太
鼓の音が聞こえてきたのでした。 




 ドンガドンガ  ドンガドンガ 






































































































































































































































                                           
































































































































                                           
329 『岩手日報』1930年1月17日付 
330 『日本大百科全書7』小学館、1986、p.787 
331  鵜沢尚信『陸軍戸山学校略史』1969、p.159 




















































































































































      ―｢水仙月の四日｣における｢童子｣と｢子供｣を中心に 
   
























































































                                           





































































































































                                           
363 ｢オツベルと象｣新校本全集第十二巻、166～167 
364 同上、p.166   
365 同上、p.169 
366 ｢ざしき童子のはなし｣新校本全集第十二巻、p.171 

































                                           







































































































                                           




































































































































                                           
380 ｢ひかりの素足｣新校本全集第八巻、pp.282～283 






























































































































































































































































































タイトル 年度 翻訳者 出版社 サブタイトル 
収録作品名 
1 
銀河鉄道の夜 1991 イ･ヨンスク ドンチョクナラ   
｢銀河鉄道の夜｣ ｢北守将軍と三人兄弟の医者｣ ｢雁の童子｣｢オツベルと象｣ ｢なめとこ山の熊｣ 
｢水仙月の四日｣ 
2 
春と修羅 1996 コ･ハンポム ウンジン出版 宮沢賢治詩集 
＜『春と修羅』第１集＞ 
｢序｣／屈折率／くらかけの雪／カーバイト倉庫／コバルト山地／戀と病熱 
春と修羅(mental sketch modified)／春光呪咀／谷／雲の信号／風景／おきなぐさ／蠕蟲舞手 




























銀河鉄道の夜 1997 キム･ユヨン プルンナム 他の国の傑作童話 
｢双子の星｣ ｢よだかの星｣ ｢銀河鉄道の夜｣ ｢注文の多い料理店｣ 
4 
注文の多い料理店 2000 ミン･ヨン ウリ教育 宮沢賢治童話集 
｢どんぐりと山猫｣ ｢雁の童子｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢よだかの星｣ ｢北守将軍と三人兄弟の医者｣ 
 ｢烏の北斗七星｣｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢虔十公園林｣ 
5 
狼森と笊森、盗森 2000 ヘッサルガナムクン ノンジャン 宮沢賢治童話集 
｢虔十公園林｣ ｢畑のへり｣ ｢鳥箱先生とフウねずみ｣ ｢ツェねずみ｣ ｢クンねずみ｣ ｢狼森と笊森、盗森｣ 
 ｢注文の多い料理店｣｢いてふの実｣ ｢セロ弾きのゴーシュ｣ 
6 
銀河鉄道の夜 2000 イ･ソ二 バダ出版社 宮沢賢治傑作選 
｢銀河鉄道の夜｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢よだかの星｣ ｢双子の星｣  
｢ありときのこ｣ ｢チュウリップの幻術｣ ｢やまなし｣ ｢気のいい火山弾｣ ｢まなづるとダァリヤ｣ 
｢ひのきとひなげし｣ ｢龍と詩人｣ 
7 
銀河鉄道の夜 2001 イ･ソ二 バダ出版社   
｢銀河鉄道の夜｣ 
8 
どんぐりと山猫 2001 ソ･ウンヘ チャンビ 日本近代童話選集 
｢どんぐりと山猫｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢風の又三郎｣ 
9 
銀河鉄道の夜 2001 キム･ナンチュウ ウンジンドットコム ウンジン世界名作 
｢銀河鉄道の夜｣ 




ツェねずみ 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集① 
｢ツェねずみ｣ ｢鳥箱先生とフウねずみ｣ ｢クンねずみ｣ ｢どんぐりと山猫｣ 
12 
注文の多い料理店 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集② 
｢狼森と笊森、盗森｣ ｢気のいい火山弾｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢鹿踊りのはじまり｣ 
13 
双子の星 2003 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集③ 
｢やまなし｣ ｢双子の星｣ ｢おきなぐさ｣ ｢祭の晩｣ 
14 
銀河鉄道の夜 2004 シム･ジョンスク ブクチヌンマウル 
｢銀河鉄道の夜｣ 
15 
幻想四次元の銀河鉄道 2004 リュウ･ジュファン J&C 
｢『春と修羅』｢序｣ 「屈折率｣ ｢日輪と太市｣ ｢ぬすびと｣ ｢春と修羅｣ ｢春光呪咀｣ ｢雲の信号｣  
｢おきなぐさ｣ ｢岩手山｣ ｢高原｣ ｢原体剣舞連｣ ｢犬｣ ｢永訣の朝｣ ｢松の針｣ ｢宗教風の恋｣ ｢一本木野｣ 
｢冬と銀河ステーション｣ ｢春と修羅第２集･序｣ ｢空明と傷痍｣ ｢〔この森を通りぬければ〕｣ 
｢〔北上川は螢気をながしィ〕｣ ｢薤露青｣ ｢産業組合青年会｣ ｢水部の線｣ ｢〔夜の湿気と風がさびしく
いりまじり〕｣ ｢業の花びら｣ ｢異途への出発｣ ｢国立公園候補地に関する意見｣ ｢鉱染とネクタイ｣ 
 ｢種山ヶ原｣｢山の晨明に関する童話風の構想｣ ｢告別｣ ｢春｣ ｢〔盗まれた白菜の根へ〕｣ ｢札幌市｣  
｢〔あすこの田はねえ〕｣ ｢〔もうはたらくな〕｣ ｢基督再臨｣ ｢〔何と云はれても〕｣ ｢〔わたくしども
は〕｣ ｢生徒諸君に寄せる｣ ｢心象スケッチ 林中乱思｣ ｢〔まあこのそらの雲の量と〕｣ ｢若き耕地課
技手の Iris に対するレシタティブ｣ ｢眼にて云ふ｣ ｢〔丁丁丁丁丁〕｣ ｢〔風がおもてで呼んでゐる〕｣ 
｢〔いたつきてゆめみなやみし〕｣ ｢鮮人鼓して過ぐ｣ ｢鼓者｣ ｢種山ヶ原｣ ｢猫｣ ｢絶筆二首｣ ｢[雨ニモ
マケズ] 
童話｢銀河鉄道の夜｣「雪わたり」 
｢農民芸術概論綱要｣ ｢星めぐりの歌｣ ｢精神歌｣ ｢耕母黄昏｣ ｢あまの川｣ 
16 
オツベルと象 2005 韓日児童文学研究会 ノンジャン 宮沢賢治童話集 
｢水仙月の四日｣ ｢雪渡り｣ ｢鹿踊りのはじまり｣ ｢なめとこ山の熊｣ ｢オツベルと象｣ ｢蜘蛛となめくぢ
と狸｣ 
17 
ポラノ広場 2005 リュウ･ジュファン 忠南大学出版 
1.幻想と寓話
童話集『注文の多い多い料理店』｢序｣と｢広告ちらし｣ ｢かしはばやしの夜｣ ｢月夜のでんしんばしら｣ 
 ｢シグナルとシグナレス｣ ｢さるのこしかけ｣ ｢寓話 猫の事務所｣ ｢蛙のゴム靴｣ ｢黒ぶだう｣ 
 ｢林の底｣ ｢茨海小学校｣ ｢月夜のけだもの｣ ｢土神ときつね｣ 
2.幼い時期の思い出
｢タネリはたしかにいちにち嚙んでゐたやうだった」｢十月の末｣ ｢谷｣ ｢二人の役人｣ 
｢鳥をとるやなぎ｣ ｢黄いろのトマト｣ 
3.田園の挿絵
｢〔祭の晩〕｣ ｢ざしき童子のはなし｣ ｢イーハトーボ農学校の春｣ ｢葡萄水｣ 
｢よく利く薬とえらい薬｣ ｢車｣ ｢十六日｣ 
4.蓮の花の香り
｢貝の火｣ ｢十力の金剛石｣ ｢インドラの網｣ ｢四又の百合｣ ｢〔手紙一～四〕｣ 
5.生と希望
｢おきなぐさ｣ ｢いてふの実｣ ｢めくらぶだうと虹｣ ｢ポラーノの広場｣ ｢グスコーブドリ伝記｣ 
18 
氷河鼠の毛皮 2006 イ･キョンオク ウリ教育 *絵本
｢氷河鼠の毛皮｣ 
19 
グスコーブドリの伝記 2006 イ･キョンオク サケジョル 
｢グスコーブドリの伝記｣ ｢ペンネンネンネンネン･ネネムの伝記｣ 
20 
セロ弾きのゴーシュ 2006 パク･ジョンジン ポリム *絵のある童話
｢セロ弾きのゴーシュ｣ 
21 
セロ弾きのゴーシュ 2006 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集④ 
｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢ひのきとひなげし｣ ｢蛙のゴム靴｣ 
22 
カイロ団長 2006 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集⑤ 
｢土神ときつね｣ ｢カイロ団長｣ ｢雪渡り｣ ｢なめとこ山の熊｣ 
23 
銀河鉄道の夜 2007 パク･キョンヒ チャグンチェクパン 宮沢賢治童話集⑥ 
｢銀河鉄道の夜｣ 
24 
風の又三郎･銀河鉄道の夜 2009 シム･ジョンスク チマンチ 
｢風の又三郎｣ ｢銀河鉄道の夜｣ 




｢貝の火｣ ｢朝に就ての童話的構図｣ ｢カイロ団長｣ ｢月夜のでんしんばしら｣ ｢茨海小学校｣ 
26 
銀河鉄道の夜 2012 ヘッサルガナムクン ピリョンソ 
ピリョンソ クラシッ
ク 
｢銀河鉄道の夜｣ ｢風の又三郎｣ ｢めくらぶどうと虹｣ ｢土神ときつね｣ ｢水仙月の四日｣ 
27 
宮沢賢治全集Ⅰ 2012 パク･ジョンイム 図書出版 ノモ  
｢風の又三郎｣ ｢ひかりの素足｣ ｢よだかの星｣ ｢雪わたり｣ ｢茨海小学校｣  
｢カイロ団長｣｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢貝の火｣ ｢猫の事務所｣ ｢銀河鉄道の夜｣ ｢双子の星｣  
｢黒ぶどう｣ ｢めくらぶどうと虹｣ ｢森の底｣ ｢なめとこ山の熊｣ ｢狼森と笊森、盗森｣  
｢かしはばやしの夜｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢グスコーブドリの伝記｣  
｢ペンネンネンネンネン･ネネムの伝記｣ ｢ポラーノの広場｣ 
28 
宮沢賢治傑作選 2013 イ･ソ二 バダ出版社  
｢グスコーブドリの伝記｣ ｢注文の多い料理店｣ ｢セロ弾きのゴーシュ｣ ｢よだかの星｣ ｢双子の星｣  
｢ありときのこ｣ ｢チュウリップの幻術｣ ｢やまなし｣ ｢気のいい火山弾｣ ｢まなづるとダァリヤ｣ 
｢ひのきとひなげし｣ ｢龍と詩人｣ ｢銀河鉄道の夜｣ 
29 
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